
《小学校・社会》

Ⅰ 学力診断テストの概要
１ 「群馬県教育課程実施状況調査」等に見られる本県児童生徒の課題

(1) 「群馬県教育課程実施状況調査」の結果について

「群馬県教育課程実施状況調査」では、本県の児童の通過率は、すべての観点で全国平

均をやや上回っている。このうち、複数の資料からの読み取りに関して、共通点を読み取

ったり、一つ目の資料を条件として二つ目の資料を読み取ったりする設問や、資料で読み

取ったことを基に自分の考えを短い文章にまとめる設問において全国平均を下回ってい

る。したがって、資料を基にして考えることや、自分の考えを適切に表現することに関す

る詳細な課題分析が必要である。

(2) 資料を活用して考え、適切に表現する力の向上を図る観点から

これまで小学校の授業では、課題解決的な学習が進められ、児童自らが調べ、まとめ、

発表する指導が行われるようになってきている。しかし、単に調べて終わり、調べたこと

を発表して終わりという指導も多く見られる。資料を活用して課題を解決し、適切に表現

するような指導方法の改善が必要である。

２ 出題単元と各設問の設定意図

(1) 出題単元：資料を活用して考え、適切に表現することに関する問題

(2) 各設問の設定意図

単元 各 設 問 の 設 定 意 図

□１ グラフなどの基礎的資料の １ 折れ線グラフの基本的な読み取りに関する能力

我 活用の技能、及び資料から を探る。

が 学習課題を設定していく過

国 程での思考の様子を把握す ２ 複数のグラフの比較・関連させた読み取りに関

の る。 する能力を探る。

水

産 ３ 資料から読み取ったことを基に、疑問と予想の

業 設定に関する能力を探る。

□２ 有効な資料を正しく活用し １ 工場見学の場面で、見学前に立てた予想を確か

我 て、課題を追究する過程で める質問や、見学後の考察について問うことで、

が のつまずきを探る。 児童の思考の流れに沿ったつまずきを見取る。

国

の

工 課題を追究するなかで導き ２ 資料の中から、課題にあった適切な情報を読み

業 出された考えの根拠を表現 取れるかを見取る。また、工業の盛んな地域が太

生 させることで、思考の深ま 平洋ベルトに集まっている理由を、資料を活用し

産 りやつまずきを見取る。 て考え表現できるかを問う。

□３ 複数の資料から情報を得て、 １ 「季節風の向きと台風の通った数」と「気温・

国 課題を解決する思考、及び 降水量」のグラフという形態の異なる資料から得

土 発表の場面で、社会的事象 られる情報を活用して、課題解決ができるかを問

の の意味について考える様子 う。

自 を把握する。

然 ２ 写真と説明文で構成されている資料から得られ

る情報を活用して、課題解決ができるかを問う。
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Ⅱ 各設問における分析結果と授業改善のポイント

１ 具体的な問題と反応率

２ 課題分析結果

(1) 設問１１より

○ 設問(ｱ)は、四つの漁業のそれぞれの折れ線について、2002年の数値と最も生産量が多

かった年の数値を読み取って、前者が後者の何倍かを計算して正答を導く問題である。設

問(ｲ)は問題文の「2002年ではおよそ130万tを生産している」「少しずつ生産量を増やして

いる」から、2002年の数値を読み取ることと1965年からのグラフ全体の増減の傾向を読み取

ることの両方から正答を導く問題である。

○ 設問 (ｱ)で類型２の遠洋

漁業と正答できた児童は、

17.1％、類型１の沖合漁業

と誤答した児童が74.5％で

あった。沖合漁業を問題の

文に当てはめて考えると「約

三分の一」となり、正答の

「約五分の一」にはならな

い。問題文の中の「生産量

は、最も多い時期」という

語句や、生産量が急激に減

少していることから数値に

関係なく沖合漁業を選択し

ていると考えられる。

○ 設問(ｲ)で類型４の養殖漁業

と正答できた児童は85.9％であった。グラフの全体の傾向や、ある時点での数値を読み取るこ

とはできていると言える。

○ 設問(ｱ)と(ｲ)から、二つ以上の数値を読み取って何倍になるかなどの数値を比較したり、

計算したりして考えることに弱さが見られる。

＜解答類型＞

設問 １ １

(ｱ)

１ 沖合漁業 …74.5％

２ 遠洋漁業(正答) …17.1％

３ 沿岸漁業 … 4.1％

４ 養殖漁業 … 2.6％

９ その他 … 1.5％

０ 無解答 … 0.2％

(ｲ)

１ 沖合漁業 … 4.2％

２ 遠洋漁業 … 3.0％

３ 沿岸漁業 … 5.3％

４ 養殖漁業(正答) …85.9％

９ その他 … 1.5％

０ 無解答 … 0.1％
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課題１ 折れ線グラフから変化や特徴を読み取る指導を計画的・継続的に行う。

身近な自分たちの生活と水産業とのかかわりをもとに、学習課題を立てて学習を進める

ことになりました。次の資料①～③を見て、問題に答えなさい。

１ 次の の(ｱ)と(ｲ)の二つの文は、資料①の四つの漁業のうちの二つについて説明したも

のです。次の１～４のどの漁業を説明したものでしょうか。一つ選んでその番号を書きなさい。

▼資料① 日本の漁業別の生産量の変化

(ｱ) この漁業の2002年の生産量は、最も

多い時期から見ると、およそ五分の一

になっています。

(ｲ) この漁業は1965年から少しずつ生産

量を増やし、2002年ではおよそ130万ｔ

を生産しています。

１ 沖合漁業 ２ 遠洋漁業

３ 沿岸漁業 ４ 養しょく漁業

（ 統計局 日本統計年鑑 2004より作成 ）
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(2) 学校調査より

○ 地図や統計

資料の読み取

りについての

繰り返し指導

は、類型１と

２を合わせて

95％以上の学

校で取り組ん

でいる。

○ 資料の読み

取りは、社会科学習を進める上で大きな役割を担っているので、類型１以外の回答をした

学校について、繰り返し指導を充実させる必要がある。

３ 授業改善のポイント

１ 具体的な問題と反応率

▼資料③ 水産業で働く人の数の変化
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▼資料② 日本の水産物の輸入量の変化

１ ２ 資料①と資料②の両方からどんなこ

とが分かりますか。分かることを書き

なさい。

３(1) 資料③を見て、あなたが日本の水産業につい

て疑問に思ったことはどんなことですか。

その疑問を「なぜ、……なのだろうか。」のよ

うな文にして書きなさい。

(農林水産省 漁業・養殖業生産統計年鑑報 2003より作成)(統計局 日本の長期統計系列より作成)

1965 70 75 80 85 90 95 2000 02 年
1975 80 85 90 95 2000年

○ グラフから変化や特徴等を読み取る場合、まず、教師が黒板等に資料を掲示して、表

題・縦軸・横軸がそれぞれ何を表しているか、変化が大きいところはどこかなどの着眼

のポイントを具体的に示し、全員で確認しながらグラフの全体的な傾向を読み取る指導

を工夫する。

○ グラフの具体的な数値を複数取り上げ、何倍に増えたか（何倍にあたるか）などの着

眼のポイントを示し、増減の傾向等を把握させるなど、資料の丹念な読み取りの指導を

計画的・継続的に行うようにし、グラフの基本的な読み取りを身に付けられるようにする。

課題２ 探求型の課題解決的な学習を進められるよう、課題意識をもてる資料を提示

する工夫をする。

0 10 20 30 40 50 60
質問Ⅱ(6) 地図や統計資料の読み取りを繰り返し指導していましたか

１ 行っていた方だ … 44.7％

２ どちらかといえば行っていた方だ … 51.1％

３ どちらかといえば行っていなかっ

た方だ … 4.2％

４ 行っていなかった方だ … 0.0％

０ 無回答 … 0.0％

%
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２ 課題分析結果

(1) 設問１２より

○ この設問は、資料①の生産量

と資料②の輸入量のグラフを比

較・関連させてそれぞれの増減

の様子から両者間に相関関係が

あることを読み取るものである。

○ 類型１のように正答できた児

童は40.7％であった。

○ 類型２と３を合わせた26.9％

の児童は、生産量、輸入量の全

体的な増減についてのみ触れており、生産量と輸入量を関連させる見方にはなっていなか

った。その他の解答をした児童は27.9％で、生産量や輸入量の細かな増減等に触れている

児童が多かった。「どちらも生産量と輸入量を合計した量が我が国で消費されている量に

なる」という相関的な関係を見いだす考え方に至っていないものであった。

(2) 設問１３(1)より

○ この設問は、学習課題を設

定する際に重要な、グラフ等

の資料から驚きや疑問を見い

だし、疑問の形にして表現す

るものである。

○ 正答できた児童は類型１と

２を合わせて80.2％であった。

○ 類型１の正答としては、水

産業に従事する人全体の人数が25年間で約半数にまで減少していることを読み取って、疑

問として感じ取れているものである。

○ 類型２の正答としては、水産業に従事する人数の減少の中でも年齢構成に着目して59歳

までの人数が急激に減少していることについての疑問や、60歳以上の人数や全体に占める

割合の増加について疑問を見いだすことができていた。類型２の解答のほとんどが複数の

要素を比較して考えているもので、さらに深い資料の見方ができていると言える。

○ 類型９のその他の誤答では、生産量の減少や輸入量の増加について述べているものが多

く見られた。これは、資料③を見て

解答すべきところを、資料①・②と

勘違いをして解答している。

(3) 学校調査より

○ 課題解決的な学習の実施の状況を

示している。類型１と２を合わせて

91.7％と、ほとんどの学校で実施し

ていると言える。

○ 質問Ⅱ(1)で類型１を回答した学

校の質問Ⅰ(2)社会科の教材研究の

回答のクロス集計を見ると、教材研

究は個々の教員が行っている。資料

の選定や作成、学習課題の内容や設

定の仕方など、共有化するようにし

たい。また、作成した資料等は次年

度に引き継ぐようにしたい。そうす

ることで、よりよいものができると

ともに、教材研究の負担を軽減する

ことができる。

0 10 20 30 40 50
＜解答類型＞

設問 １ ３(1)

１ 働く人全体の減少から述べてい … 38.7％

るもの (正答)

２ ある年代(世代)の増減やその比 … 41.5％

較から述べているもの (正答)

９ その他（誤答） … 17.1％

０ 無解答 … 2.6％

%

0 10 20 30 40 50
＜解答類型＞

設問 １ ２

１ 生産量と輸入量の変化を関連 … 40.7％

付けて述べているもの(正答)

２ 産量の変化のみについて述べて … 12.5％

いるもの

３ 入量の変化のみについて述べて … 14.4％

いるもの

９ その他（誤答） … 27.9％

０ 無解答 … 4.5％

%

0 10 20 30 40 50 60

質問Ⅱ(1) 課題解決的な学習を行っていましたか

１ 行っていて方だ … 54.3％

２ どちらかといえば行っ … 37.4％

ていた方だ

３ どちらかといえば行っ … 7.0％

ていなかった方だ

４ 行っていなかった方だ … 0.8％

０ 無回答 … 0.6％

%

0 10 20 30 40 50 60

質問Ⅱ(1)で類型１を回答した学校の質問Ⅰ(2)社会科の

教材研究の回答とのクロス集計

１ 学年会等で共同研究 … 8.9％

２ 社会科担当が研究して … 0％

学年会等で提案する

３ 個々の教員が研究し、 … 49.7％

日常的に話題にする

４ 教員個々に研究 … 41.4％

０ 無回答 … 0％

%



３ 授業改善のポイント

１ 具体的な問題と反応率

２ 課題分析結果

(1) 設問１３(2)より

○ この設問は、１３(1)の疑問に

対応する答えを予想する問題で

ある。

○ 設問全体から見た 正 答 率 は

47.4％であった。

○ １３(1)で類型１のように「働

く人全体の減少」に目を向けて

正答した児童のうち、１３(2)で

正答した児童は57.2％であった。

資料①から読み取った「漁業全

体の生産量が減少していること」

と関連させ、漁業の「仕事」や

「収入」が減少しているのでは

(1) えつ子さんは、自分の予想を確かめるために、二人の工場で働く人に同じ質問をしました。すると、

次のような話を聞くことができました。えつ子さんはどのような質問をしたと思いますか。次の①

～④の中から一つ選んで書きなさい。

２ 日本の工業の学習について、以下の問題に答えなさい。

１ 自動車工業の学習で、「よりよい自動車をたくさん生産するために、働く人々はどのような工夫や努力

をしているのだろうか。」という学習課題を立て、自動車工場を見学して調べることになりました。そし

て、次の資料をもとにして、学習課題の予想を考えてから工場見学に行くことになりました。

作業が決まっている

ので、たくさんの部品を

すばやく取り付けること

ができます。

①「機械を使うと、どんなよいことが

ありますか。」

②「たくさんの部品を使うと、どん

なことが大変ですか。」

③「流れ作業で仕事を分担すると、

どんなよいことがありますか。」

④「つくる車の種類が変わると、ど

んなことが大変ですか。」
組み立て部門で働く人の話 溶接部門で働く人の話

課題３ 学習課題の予想を立てたり、学習計画を立てたりする指導を工夫する。

○ 児童にとって驚きや疑問など意外性のある事実を含む資料を提示し、課題意識を

もてるような社会的事象との出会いを工夫する。

○ 驚きや疑問などの課題意識を基に、「なぜ～」「どのように～」のような、単元の

目標につながる社会的事象の特色や意味について追究する探求型の学習課題を設定

できるような工夫をする。

１ ３(2) （1)で書いた疑問についての答えの予想を「それは、……だからだと思う。」の
よ そう

ような文にして書きなさい。

＜解答類型＞

設問 １ ３(2) (１３(1)と対応して)

１ 正答 … 47.4％

９ その他(誤答) … 46.0％

０ 無解答 … 6.6％

設問 １ ３(1)で正答した児童の設問１３(2)での正答率

１３(1)類型１（働く人全体から）

１ 正答 …57.2％

９ その他(誤答) …38.4％

０ 無解答 … 4.3％

１３(1)類型２（世代間の比較から）

１ 正答 …54.0％

９ その他(誤答) …42.6％

０ 無解答 … 3.4％

%

%

%

0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0

0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0

0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0

機械に慣れてい

るので、車の種類によ

って機械の動かし方が変

っても、まちがえること

はありません。
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ないかと予想できている。類型９のように誤答した児童は、資料②で読み取った「輸入量

が増大していること」と関連させることはできたが、消費者からの視点で考えており、漁

業で働く人での視点から考えられていないものが多かった。

○ １３(1)で類型２のように「働く人の年齢構成の変化」に目を向けて正答した児童のう

ち、１３(2)で正答した児童は54.0％であった。やはり、資料①から読み取った「漁業全

体の生産量が減少していること」と関連させ、他の職業と比較して漁業の「仕事の大変さ」

に目を向けて減少しているのではないかと予想できている。類型９のように誤答した児童

は、漁業が高齢化していることに目を向けられたが、その理由までは予想できなかったも

のが多かった。資料①・②以外の内容も含んでいるため、生活経験や既習事項から得た知

識も必要とするため、１３(1)の類型１の場合よりも正答率が若干下回っている。

(2) 設問２１より
○ この設問は、複数の事象を関連させ、

共通点を見いだし、予想を確かめるた
めの質問を考える問題である。

○ 類型３を正しく選択できた児童は

37.1％であった。

○ 類型１と誤答した児童が28.5％い

た。二つの部門とも機械を使用してい

る共通点はあるが、組み立て部門の人

の話には当てはまらない。溶接部門の

人の話のみで選択している。

○ 類型４と誤答した児童が22.9％いた。これは、働く人の話の資料から考えているのでは

なく、自動車工場では、様々な車種を生産したり、購入者の注文に応じたりするなどの工

夫をしているという知識から選択していると考えられる。

(3) 学校調査より

○ 質問Ⅱ(1)のように、課題解

決的な学習の実施は、類型１

と２を合わせて91.7％と、ほ

とんどの学校で実施している

が、質問Ⅱ(2)では、類型１が

半減し、２、３、４が増えて

いるように、課題について予

想を立てたり、学習計画を立

てたりする指導はあまり行わ

れなくなっている。このこと

から、調べるだけの学習課題であったり、筋道立てた追究になっていなかったりするなど

の課題が見えてくる。従事者の工夫や努力、社会的事象の問題点等を追究するような学習

課題を設定する必要がある。

３ 授業改善のポイント

○ 予想を立てる際には、既習事項（既有知識）を生かすとともに、人々の工夫や努力な

どにかかわる社会生活の一部が分かる資料を提示して、学習課題と関連させて答えに当

たることを予想するなどの学習を工夫する。

○ 学習計画を立てる際には、予想が正しいか、確かめるためにはどのようなことが分か

ればよいか、どのような資料があればよいか、どこへ行けば調べられるかなどの追究へ

の見通しをもつ学習を工夫する。

質問Ⅱ(2) 課題を追究する前に必ず児童に予想や学習計画を

立てさせていましたか

１ 行っていて方だ … 21.1％

２ どちらかといえば行っ … 50.2％

ていた方だ

３ どちらかといえば行っ … 23.8％

ていなかった方だ

４ 行っていなかった方だ … 4.4％

０ 無回答 … 0.5％

%
0 10 20 30 40 50 60

0 10 20 30 40
＜解答類型＞

設問 ２ １

１（誤答） … 28.5％

２（誤答） … 9.7％

３ (正答) … 37.1％

４（誤答） … 22.9％

９ その他 … 1.5％

０ 無解答 … 0.3％

%



小学校：社会

１ 具体的な問題と反応率

課題４ 一つの資料を様々な見方で読み取ったり、複数の資料を関連させて読み取っ

たりして、特色を考える指導を工夫する。

１ ０ ０ ％

(2) えつ子さんは、日本の工業のさかんな地域は、太平洋ベルトに多く集まっていることに気付
きました。なぜ、そこに多く集まっているのか、次のグラフや地図を見て、その理由を考えて
書きなさい。

▼ 鉄鉱石の輸入量の割合

（2003年
経済産業省調べ）

▼ 鉄の使われ方

２ ０ ０ ３ 年 度
ふ つ う 鋼 材
７ ５ ５ ８ 万 ｔ

輸 出
　　2 9 ％

造 船

自 動 車
   1 4

5
建 築
用   9

4
3

3 6

土 木 用

電 気
機 械

その他

▼ 主な製鉄所の分布

（2004年
日本鉄鋼連盟調べ）

２ たかし君とえつ子さんは、日本の工業の特色について調べることにしました。２

２ たかし君とえつ子さんは、日本の工業の特色について調べることにしました。

(1) たかし君は、表を見て小工場、中工場、

大工場の様子について調べました。

小工場にあてはまる番号、大工場にあ

てはまる番号をそれぞれ一つずつ選んで

書きなさい。

① 働いている人の数は最も多いが、工

場数は少ない。

② 働いている人の一人あたりの生産額

が最も多い。

③ 日本の工場数のほとんどをしめてい

るが、生産額は少ない。

④ 工場数は多くないが、生産額は全体

の40％になっている。

２

▼資料 日本の小工場・中工場・大工場の様子



２ 課題分析結果

(1) 設問２２(1)より

○ この設問は、２次元表の

読み取りに関する問題で、

「工場数」「働く人の数」「生

産額」の数値を関連させて、

小工場、中工場、大工場等

を比較し特色を考えるもの

である。

○ 類型１と３は、「工場数」

「生産額の二つの数値をそ

れぞれ比較して特色を考え

るものである。３が小工場

に該当し、正答できた児童

は86.7％であった。数値を

直接比較して考察し適切に選択することができている。

○ 類型２と４は、「一人当たりの生産額」「生産額は全体の40％にあたる」のように、数

値を計算してから比較し特色を考えるものである。２が大工場に該当し、正答できた児童

は32.9％であった。４を選択した42.0％の児童は、生産額の全体の何％に当たるという見

方はできているが、一人当たりという見方をすることが十分でなかったと考えられる。

(2) 設問２２(2)より

○ この設問は、

見いだした社

会的事象の特

色の根拠につ

いて、資料を

基にして明ら

かにするもの

である。

○ 正答できた

児童は56.0％

であった。

○ その他の解答が29.3％であった。「海沿いにある」ということに触れているが、「輸出

入」については触れていないものが多かった。これは、製鉄所の分布のみで考えており、

二つの円グラフと関連させていないためであると考えられる。

(3) 学校調査より

○ 類型１と２を合わせても73.7％と、基本的な読み取りの繰り返しの指導と比較してあま

り高いとは言えない。

0 10 20 30 40 50 60
＜解答類型＞

設問 ２ ２(2)

１ 海・港・船など外国との輸出入のか … 56.0％

かわりから説明しているもの (正答)

２ 従業員や消費者など都市とのかかわ … 1.1％

りから説明しているもの

３ 鉄道や道路など国内輸送とのかかわ … 1.8％

りから説明しているもの

４ 平地と工場の敷地など地形とのかか … 1.2％

わりから説明しているもの

９ その他 … 29.3％

０ 無解答 … 10.5％

0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0

質問Ⅱ(7) 一つの資料を視点を変えて読み取らせたり、複数の資料を比較関連させたりして考える指導

を行っていましたか

１ 行っていた方だ … 26.3％

２ どちらかといえば行っていた方だ … 47.4％

３ どちらかといえば行っていなかった方だ … 26.3％

４ 行っていなかった方だ … 0.0％

０ 無回答 … 0.0％

%

%

＜解答類型＞

設問 ２ ２(1)小工場

１（誤答） … 4.2％

２（誤答） … 4.9％

３ (正答) … 86.7％

４（誤答） … 3.2％

９ その他(誤答) … 0.5％

０ 無解答 … 0.6％

設問 ２ ２(1)大工場

１（誤答） … 21.4％

２ (正答) … 32.9％

３（誤答） … 2.4％

４（誤答） … 42.0％

９ その他(誤答) … 0.6％

０ 無解答 … 0.5％

%

%

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

小学校：社会



３ 授業改善のポイント

１ 具体的な問題と反応率

２ 課題分析結果

(1) 設問３１より

３ ▼ (資料①)
   季節風の向きと台風の通った数

新潟県十日町市  　　     東京都 　（気象庁）

▼ (資料②)　 冬の季節風と新潟県
　十日町市、東京都の気温・降水量

▼冬の季節風

▼新潟県十日町市、東京都の気温・降水量

※  降水量：ある期間に一定の面積に降っ
  た雨や雪の量のことをいいます。

（気象庁） 北 東 関 近 四 九 沖
海
道 北 東 畿 国 州 縄
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とも子さんは 日本の気

候のようすと気候に合わせ

た家のつくり方について調

べたことを、次の４つの資

料を使って発表することに

しました。後の問題に答え

ましょう。

１ とも子さんは、冬(12月

～2月)の日本海側の気候

のようすについて説明し

ようと思います。あなた

なら、どのように説明し

ますか。説明の中に「日

本海」「季節風」という言

葉を入れて書きなさい。

○ 一つの資料から特色を読み取る場合、具体的な数値を用いて割合や平均値等を求める

ようにするなど、様々な読み取りができるよう工夫する。

○ 複数の資料を比較・関連させて読み取る際には、資料が表している事柄の関係、変化

の傾向や割合等の共通点や相違点に着目するなど、比較する視点を示して読み取るよう

工夫する。

○ 資料から読み取った共通点や相違点について、共通する理由などの視点から社会的な

意味を考える指導を工夫する。

○ 資料から読み取ったことが、学習課題や予想とどのようにかかわっているかを見直す

など、いつも課題解決を意識した調べ活動となるような指導を工夫する。

課題５ 複数の資料から読み取った社会的事象の特色を短い文章でまとめる指導を工

夫する。

＜解答類型＞

設問 ３ １

１ 冬の「季節風」「日本海」を原因として、「多くの雪 … 30.9％

を降らせる」を結果として述べているもの (正答)

２ 「日本海」「季節風」を原因としているが「多くの降 … 6.1％

水量」を結果として述べているもの （準正答)

９ その他（誤答） … 52.0％

０ 無解答 … 11.1％
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▼ 台風の通った数

小学校：社会



小学校：社会

○ この設問は、二つの雨温図を比較して気候の違いを見いだすとともに、その特色を図

と関連させて文章で表現するものである。

○ 正答できた児童は30.9％、準正答できた児童と合わせて37.0％であった。

○ その他の解答をした児童が52.0％であった。二つの雨温図の比較から冬の降水量の違

いを読み取れないことが大きな原因となっている。また、冬の降水量の違いは読み取れ

たが、「日本海」「季節風」という言葉を原因として適切に関係付けて表現できなかった

解答も見られた。

(2) 児童生徒質問紙調査より

○ 質問２④を見ると、調べたことをまとめる際に、32.1％の児童が３の字の色や絵など

の見た目の印象に目を向けている。特に女子にその傾向が顕著である。見やすさも大切

であるが、学年が進むに伴って２の考えの根拠を示すことや、４の重要な言葉を関係付

けるなどまとめ方について指導が不十分であることが分かる。

○ 質問２⑤を見ると、発表する際に気を付けることとしては、39.7％の児童が１の声の

大きさと読む速さに目を向けている。質問２④と同様に、学年が進むのに伴って３の追

究の過程や、４の根拠を示すなどの発表の仕方について指導が不十分であることが分か

る。

３ 授業改善のポイント

0 10 20 30 40

質問２④ 調べたことをまとめるとき、どんなことを大切にしていますか

１ 説明する文章を分かりやすくする … 30.7％

２ 根拠となるグラフや地図などの資料を載せる … 29.9％

３ 字に色を付けたり絵をかいたりして見やすくする … 32.1％

４ 調べた中で重要なことどうしを関係付ける … 4.8％

０ 無回答 … 2.5％

%

質問２⑤ 自分が発表するとき、どんなことに気を付けていますか

１ 聞きやすいよう、声の大きさや説明する速さ … 39.7％

２ 調べた内容が分かるよう詳しく、分かりやすく … 41.0％

３ 調べ方や分かったことを順序付けて … 11.3％

４ 考えの理由が分かるよう、資料を挙げながら … 5.7％

０ 無回答 … 2.3％

0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 %

○ 資料から社会的事象の特色を読み取ったことを文章でまとめる際には、考えの根拠と

なる資料を載せたり、キーワードを意識して短い文章で記述させたりする活動を工夫す

る。

○ 発表する際には、自分の考えたことと学習課題とのかかわりを挙げながら説明したり、

考えの根拠を示す資料を挙げながら説明したり、キーワードを挙げて関係付けながら説

明したりする活動を工夫する。

○ 発表したことを話し合う際には、それぞれが調べたことが学習課題とどのようにかか

わっているか相互の関係や共通点を話し合うなど、考えを共有し深め合う活動を工夫す

る。


